
 

解説「わかりやすいＸＭＬ／ＥＤＩ」 

第３回 ＸＭＬ／ＥＤＩの導入状況は 

１．国内産業界の動き 
日本国内の産業界でもＸＭＬ／ＥＤＩを導入し

ようとする動きが活発化しています。特に、グロ

ーバルな競争環境にさらされている業界、海外と

の取引の多い業界などが真剣にＸＭＬ／ＥＤＩの

導入に取り組んでいます。 
ここでは、そのなかで代表的な業界のＸＭＬ／

ＥＤＩへの取組みについて紹介します。 
 
２．電子機器・電子部品業界の取組み 
（社）電子情報技術産業協会（ＪＥＩＴＡ）で

は、電子機器・電子部品業界のＸＭＬ／ＥＤＩ標

準の開発を行い、2003 年 12 月に新標準「ＥＣＡＬ

ＧＡ」として公開しました。その後、半年に１回

の改良が行われています。（図－１参照） 
インターネット技術の有効活用、従来型ＥＤＩ

では対応ができなかったビジネスプロセスも含め

て企業間ビジネスプロセス全体の標準制定、国際

発言力の拡大、などのために従来のＥＤＩ標準「Ｅ

ＩＡＪ」を新標準に全面的に移行させるとともに、

納入仕様書交換プロセス、倉庫事業者預託プロセ

スなどのコラボレイティブ型プロセスのＥＤＩ標

準を順次追加しています。このため、従来のＥＩ

ＡＪ標準のメンテナンスは中止しています。 
ＥＣＡＬＧＡ標準のなかで物流に深く関わるもの

として、倉庫事業者預託プロセス標準（ＪＥＩＴＡ－

ＶＭＩ）が制定されました。これは、倉庫事業者に

部品メーカの在庫を預託し、セットメーカの求め

に応じて倉庫事業者から出荷を行うもので、多様

化し、急速に変化する市場の需要、最終消費者の

嗜好に適時に対応するため、物品の即時調達・納

入をできるようにするものです。 

セットメーカ・部品メーカ間でＥＣＡＬＧＡの導

入が進んでおり、また、物流事業者も参加してＪＥ

ＩＴＡ－ＶＭＩの導入も進められています。 
ＥＣＡＬＧＡでは、メッセージサービス、メッセ

ージ交換協定などはｅｂＸＭＬ仕様に準拠して開

発されています。ただし、コアコンポーネントお

よびＸＭＬ／ＥＤＩメッセージについては、ｅｂ

ＸＭＬ標準の当該部分が未完であったこと、ＥＩ

ＡＪ標準との互換性を考慮したこと、などの理由

からＪＥＩＴＡ独自の仕様となっています。 
また、レジストリおよびレポジトリー（Ｒ＆Ｒ）

の設置はしておらず、ＥＣＡＬＧＡ標準などの提供

はＣＤ－ＲＯＭ配布およびホームページからのダ

ウンロードで行っています。 
 図－１ ＥＣＡＬＧＡ標準の体系 
３．流通業界の取組み 
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（財）流通システム開発センター（ＤＳＲＩ）

では、経済産業省から委託を受けて 2003年度から

次世代の流通ＥＤＩの主流となると考えられるＸ

ＭＬ／ＥＤＩを前提として、流通サプライチェー

ンの全体最適化を実現するプラットフォームとな

る情報基盤を構築することを目的として「流通サ

プライチェーン全体最適化促進事業」を実施して

います。（図－２参照） 

当事業の内容は、①標準的なビジネスプロセス

モデル（取引業務手順）の策定、②流通業界標準（出典）ＪＥＩＴＡホームページ 
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ビジネスモジュール（データ交換ソフトウェア）

の開発及び実証実験、③商品マスタデータの同期

化仕様の策定および実証実験、④ＸＭＬ／ＥＤＩ

メッセージの開発、⑤流通レジストリおよびレポ

ジトリー（Ｒ＆Ｒ）の開発、となっています。Ｘ

ＭＬ／ＥＤＩメッセージは、従来のＥＤＩ標準「Ｊ

ＥＤＩＣＯＳ」との互換性を考慮して作成しています。 

2004年度には、イオン（株）とその取引先の卸

４社、メーカ３社との間で標準ビジネスモジュー

ルの実証実験が行われました。2005年度には、商

品マスタデータの同期化の実証実験が行われる予

定です。 
流通ＸＭＬ／ＥＤＩでは、

メッセージサービス、メッセ

ージ交換協定などはｅｂＸＭ

Ｌ仕様に準拠して開発されて

います。ただし、コアコンポ

ーネントおよびＸＭＬ／ＥＤ

Ｉメッセージについては、ｅ

ｂＸＭＬ標準の当該部分が未

完であったこと、ＪＥＤＩＣＯＳ

標準との互換性を考慮したこ

と、などの理由からＤＳＲＩ

独自の仕様となっています。 
 

４．石油化学業界の取組み 
図－２ 流通ＳＣＭ共通プラットフォームの概念 石油化学工業協会（ＪＰＣＡ）では、2001年に

従来のＥＤＩ標準「ＪＰＣＡ－ＢＰ」のＸＭＬ／ＥＤ

Ｉ版を公表しました。その後、グローバルな電子

商取引の環境に対応させるため、化学業界の次世

代ＥＤＩ標準として米国ＣＩＤＸ1が提唱するＸ

ＭＬ標準「Chem eStandards」の導入を決め、2002

年にその利用指針として石油化学業界ＸＭＬ／Ｅ

ＤＩ標準「ＣＥＤＩ」を作成し、2004年に実用化

を開始しています。従来のＪＰＣＡ－ＢＰも引き

続きメンテナンスを続けています。ＣＥＤＩはＪ

ＰＣＡ－ＢＰより幅広いビジネスプロセスを対象

としています。（図－３参照） 

ＣＥＤＩのメッセージサービス部分は、ロゼッ

タネットのＲＮＩＦ2に準拠した形になっており、

トランザクション・セット（メッセージ）はＣＤ

ＩＸで定めたものとなっています。 

（出典）ＤＳＲＩホームページ 

（武山 一史） 

 

                                                  
1 The Chemical Industry Data Exchange：化学会社とその取

引先との間の電子商取引およびネットワークセキュリティを改

善することを目的とするグローバルな化学業界標準化団体で、

米国に本部を置いています。 

2 RosettaNet Implementation Framework

図－３ 石油化学業界のＥＤＩ標準 

　　商談
　　　　・会社登録
　　　　・カタログ
　　　　・見積照会

　　生産計画
　　　　・需要予測
　　　　・在庫管理
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　　　　・注文
　　　　・注文確認

　　物流
　　　　・出荷
　　　　・納品

　　決済
　　　　・請求
　　　　・請求確認
　　　　・支払

ＪＰＣＡ－ＢＰ：９種類のメッセージ
　　・受発注：５　　　・決済：４
　　その他物流関連メッセージもあります。

ＣｈｅｍｅＳｔａｎｄａｒｄｓ：５２種類のメッセージ
　・商談：１４　 　・生産計画：１４　　・受発注：９　　　・物流：１０　　　・決済：５

　この中から選択してＣＥＤＩの利用指針を作成しています。　

（ＣＥＤＩ）

（出典）ＣＥＤＩフォーラム資料を加工
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